
          

                          日本宇宙少年団活動委員会 
                                                                         委員長   麻生 茂                                          
     
 「だいち2号」は平成26年11月25日より観測データの定常配布を開始しました。私どもはJAXA様の全面
的な協力･ご指導を頂き、「コーナー反射鏡をつくってだいち2号に写ろう」プロジェクトを昨秋開始しました。   

 昨年度の連携団体長会議前の予報に引く続き、連携団体長会議での説明し、その後関係資料を全分
団にお届けし、プロジェクトへの参加分団公募を致しました。 
 「コーナー反射鏡をつくってだいち2号に写ろう」プロジェクトは、ホンモノ体験そのものでもありましたので、
多くの分団に関心を持って頂き、最終的には17分団等の参加を頂きました。 

 かって「だいち」に関わって私どもはペーパークラフトの製作やフィールドテスト等を通して「だいち」及び
そのミッションについて理解を深める活動を展開し、2007年度にはJAXA様の「だいちに写ろうキャンペー
ン」に積極的に関わることが出来ました。当キャンペーンには１支部13分団からの積極的な参加希望があ
りました。PRISM（光学センサー）で写るものでした。 

 前回のプロジェクト時と異なり今回のそれは、「衛星データを身近に」という文脈で推進しています衛星
データを活用する諸活動の豊かで多様な知見を活かすことができています。多様な知見に基づいて重要
な教育的な意義ある活動を展開することができました。 
・ 「コーナー反射は手頃な工作物だ。水ロケットの取り組みのときの『きっちり丁寧』そのままだった。」 
・ 「800キロ㍍以上離れたところから1㍍に満たない反射鏡が写るなんて？」」 
・ 「分析ソフトで調べたら3㍍の分解能なのに、なぜ1㍍ほどのコーナー反射鏡が写るの？」 
・ 「アルミシートでもバーベキュー金網でも写る。どうして？」 … 
 
 「だいち2号に写ろう」プロジェクトについては、私どもの宇宙少年団活動そのものが、それぞれの分団の
多様性・独自性を最大限に互いに尊重しながら、全体に和するという精神を基盤に構想しています。 
 なお、参加された分団は、本プロジェクトに関わる活動報告を、YACウエブサイトの各分団ページに掲載
することを前提に参加申し込みをお願いします。 
  
       別紙1  参加申し込み書   
       別紙2  第２回「だいち２号に写ろう」の分団実施計画 
       別紙3  プロジェクトで大切にしたいこと （企画の特徴） 
       別紙4  フローチャート （プロジェクト全体の時系列説明） 
       別紙5      「だいち2号に写ろう」を巡る活動の諸要素  
       別紙6   昨年度の実施例    
       別添資料－１  観測基本計画 「その１」  （分団取組を構想参考資料） 
      別添資料－２  観測基本計画 「その２」  （「その１」の確認する方法） 

JAXA 

第1年次取組例 

第1年次取組例 

第1年次取組例 

第1年次取組例 

・観測後 
   だいち２号観測データ  
   観測データ分析ソフト・マニュアル等 
   その他参考資料 

                                                参加申込分団提供資料予定 
・観測当日までに 
   コーナー反射鏡製作の参考資料 
   コーナー反射鏡設置参考資料 
   その他参考資料  



参考資料について 

資料番号 補　　　　足　　　　説　　　　明

別紙１

別添資料で観測日が検索困難な場合は、「 観測可能日時検索依頼」に印をつけ、 事務局に観測可
能日時を検索希望としてください。
観測日は8/20～1/31の期間に設定ください。
第2回のプロジェクトの募集分団数の制限はありませんが、各分団１回の観測です。

別紙３

昨年度の実践を加えて企画の特徴を説明しています。
・　コーナー反射づくりは団員には興味深いものです。分団で活動の狙いにあわせて選定できます。
段ボールにアルミ蒸着シートを貼り付けたものは１時間程度でできます。
　　　バーベキュー金網を結束バンドでとめるタイプは10分でできます。
　　　　　　＊だいち２号の使用する電波は、水分を含んだ段ボール面を透過できにくくなります。
　　　　　　　段ボールの後面にアルミ蒸着シートを設置している場合初期の性能が発揮できません。
・　コーナー反射鏡を設置するとき、「磁方位」「真方位」を実感できます。大空に衛星の軌道を描く
　　ことができます。
・　団員やリーダーと一緒に取り組む「ホンモノ体験」ということが大切です。
・　だいち2号に写ろうという標準セットメニューがあるのでなく、このプロジェクトの教材を分団
　　が見極め、分団の持ち味を生かして構成できることが大切です。

別紙４

・9月20日からの金沢での宇宙子どもワークショップや11月22日の連携団体長会議等の機会にも
　プロジェクトの進行状況を報告します。各分団の実践を交流しましょう。
・YACウエブサイトの各分団のページに分団の取り組みを掲載していただきます。
・全国の分団と成果を共有したいとおもいます。

別紙６ 具体的にどのような反射鏡をつくったらどのように作像するか説明しています。

別添資料－１ 　観測基本計画　「その１」　

別添資料－２ 　観測基本計画　「その２」　

「だいち2号に写ろう」を巡
る活動の諸要素

別紙２のA～Dの各活動を構成している内容、必要と思われる時間を説明しています。

昨年度は､各分団の参加希望を受け、分団の観測希望場所で観測可能な月日を、JAXAに依頼して
検索していただきました。
今回は分団で観測可能日を分団で検索できる資料を用意しました。現在ウエブサイトに観測計画基
本シナリオが公開されているので､そのウエブサイトからの情報を整理しました。観測希望分団の観
測予定場所を参考に事務局でも観測可能日の確認を実施します。

各分団の取り組みは各分団の工夫に期待しています。独創的な提案に期待しています。
(複数分団で協同で取り組む場合、観測幅は約50㎞であることを考慮ください。)
観測日が授業日の場合、学校に依頼し了解された場合学校と協同することも想定されます。
観測実施はリーダーだけで実施することも考えらます。
観測場所が、夜間にコーナー反射鏡設置可能な場所であるなら、夜間の観測の機会の活用も可能
です。
（夜間無人観測をする場合は、風雨に強いタイプのコーナー反射鏡である必要があります。さらに他
の方に迷惑をかけないような種々の対応が必要です
観測実施日と観測データ分析日の間隔は7日～10日空けてください。

フローチャート　（プロジェク
ト全体の時系列説明）

別紙２

資　料　名

参加申し込み書　　

第２回「だいち２号に写ろ
う」の分団実施計画

プロジェクトで大切にしたい
こと　（企画の特徴）

別紙５

 昨年度の実施例



参加申込分団にお届けする資料 

・予備実験で得られた詳細な知見をお届けします。
・コーナー反射鏡を作るときの種々の参考資料、観測時にコーナー反射鏡をどのよう
に設置したらよいか、観測時刻でのだいち２号と観測地点の位置関係を把握したり、
だいち2号の現在地を確認するサイトの利用方法など紹介します。

・活動報告を分団から受けた後、JAXAに連絡しから衛星画像データの提供を受けま
す。7～10日の時間が必要です。
・事務局で報告を頂いているCR設置地点に作像しているか確認します。
・衛星画像データはJAXAのご厚意で教育目的使用限定を条件に無償提供されま
す。
･提供頂く衛星画像データは、処理レベルがL2.1で、座標系がUTMのものでファイル
形式は、TIFFです。（後述のマニュアルでも触れています）
・だいち２号の衛星画像データを分析・解析ソフト「EISEI」を使用して分団で分析・解
析することができます。分析・解析結果は、クリップボードに出力できます。出力した
データをJPＥG画像（JPG)として保存できます。JPＥG(JPG)データを分団内で共有（２
次配布）されることは可能ですが、関係者外（報道関係者等）には配布されるときは
印刷物として配布ください。
すなわち分団内でJPＥ画像(JPG)に変換したデータを電子データとして配布されるこ
とについては制約はありません。
・YACサイトの分団ページに掲載する場合などもJPＥG画像を使用してください。
・作成されたＪＰＥＧデータにはJAXA提供と付記してください。
・参加分団間でJAXAが提供するだいち２号画像データを提供することはできません。

・衛星画像データを解析することができる最新版の解析・分析ソフトウェア「EISEI」とマ
ニュアルをお届けします。
・ＡＬＯＳ2衛星画像データは圧縮状態で約1.5Gバイトの大きさがあります。
・衛星画像データ活用についての説明資料を添付します。

だいち2号の衛星画像データは、他の陸地観測衛星、たとえばランドサット８の画像
データとミックス使用して一層その特徴が発揮されます。ランドサット８の画像データ
を入手するための参考資料をお届けします。
ひまわり8号のデータとだいち２号のデータを結びつけて活用する研究もすすめてい
ます。条件が揃ったら参加k分団にはお届けします。

観測当日までに

観測後

       コーナー反射鏡製作の参考資料
        コーナー反射鏡設置参考資料

        その他参考資料　

        だいち２号ＳＡＲ画像データ　

        衛星画像データ分析・解析ソフト・マニュアル等

        その他参考資料



         プロジェクトで大切にしたいこと 
 
・ 「だいち２号」は、 Lバンド地表可視化レーダ「PALSAR-2」を搭載しています。  
  電波を用いての解像度3㍍の観測データが得られます。天候に左右されません。昼夜を 
  問いません。観測計画は公表されてます。 観測日を設定する参考資料を添付しています。   
    観測日設定が柔軟です。 観測諸元もお届けします。 
 
・ 第１年次の参加分団等の活動を通して得られた知見を共有することができます。全国   
    の分団の活動を通して得られた知見は貴重です。関係参考資料をお届けします。全国 
  の分団のネットワークが私どもの組織の持ち味です。 
 
・ 「コーナー反射鏡を作製する日」 「観測する日」「観測データを分析する日」を、各分 
    団の工夫で構成することができます。 第１年次の活動では、観測日が授業日にあたっ 
    ていることを活かし、学校と協働して 観測した事例もあります。団員が輝きます。  
 
・ 「衛星データを身近に」という表題で日本宇宙少年団衛星データ活用研究チームの研 
    究を通して衛星データ活用に関する実践的な研究を深めています。昨年度までの配布 
    教材でも衛星データ活用に関する多くの教材をお届けしています。 
  YACのウエブサイトも充実しています。 
 
・ 「航空写真に写る」という枠組みを超えた動的な活動が構想できます。得られるデータ 
    には位置情報が含まれています。上記配付教材にも収納している、衛星データ分析ソ 
    フト「EISEI」で観測データをLandsat衛星画像等と連動して分析することができます。   
  GoogleEarthへの書き出しも出来ます。 
  少年時代を過ごしている郷土をみつめなおすことができます。 
 
・ 「だいち２号」に写るためのコーナー反射鏡は、簡便に安価で製作し工夫することが可 
    能です。そのとき「水ロケット」を巡る活動で培った「きちんと、ていねいにつくる」が活かさ 
    れます。「ものづくり」と「ホンモノ体験」が、全国共通に展開できます。 
 
・ 「だいち２号」との取り組みの中で、改めて電波の性質に直接触れたり、衛星軌道にあ 
    わせてコーナー反射鏡を設置するときに、「真北」「磁北」という概念に直接触れること     
     も出来ます。衛星の軌道や現在地等を探るソフトの活用等で、活動を充実させることが  
    できます。活動のウエブ環境は整っています。 
 
・  参加分団にはプロジェクトへの取り組み状況をYACウエブサイトに掲載して頂きます。   
   参加分団の活動の成果を、全国の分団が継承し展開する本プロジェクトは、本年度30   
  周年を迎える私どもにとって特に意義深いものがあります。 
 
・  観測計画は、突発的な事象により変更されることがあります。 
    （これはホンモノ体験の大きな特徴です。再度の観測日の設定が可能です。） 

別紙－3 



2年次実施までのフローチャート 

2 観測参加希望を受ける 
  8/8～8/20 
 * 観測可能日について、  
 事務局と分団とが連携    
 

15 2年次のまとめ 

１ 全分団にプロジェクト告知 
8/8     1次案内予定 
8/13  2次案内予定 

7 観測前に観測諸元提供 

8/8～8/20 

全ての連絡はメールベースで 

"YACALOS2に写ろう事務局“ 
<yacalos2@googlegroups.com> 

2/1～3/20 

１年次との差異 
観測報告をウエブサイト掲載を前提 
観測日の設定の柔軟さ 

8/8 

・ 観測実施予定日 
・ 観測予定場所 
・ CR作製計画 
・  CR設置計画 
・ 観測結果の活用   
    の予定 
・ その他 

３ 観測計画確認連絡調整 
 確認できた計画には返信 
 関係資料提供 

確認する必要がある場合は
問い合わせ  

8/8～8/20 

8/20～1/31 

別紙－4 

別紙１ 

4
  
 

参加希望分団
からの質問につ
いて、共有すべ
き情報があれ
ば連絡予定 

5 JAXAに関係文
書提出終確認 

6 各分団で活
動計画作成 

作成した実
施計画を事
務局に送信 
 
＊ 観測１週  
間前までに 

別紙２ 

8 各分団で活動計画に沿って 
・だいち２号の学び 
・ CR作製 
・ CR設置・観測 

9 観測実施報告 10 JAXAに観測デー
タ発注 11 JAXAより観測デー

タ提供 

12 分団で分析ができるように参考資料を
作成。分析ソフト等を添え観測データ
提供 

13 各分団で活動計画に
沿って・データの学び 

14 各分団の活動に
ついて報告 
 
 ＊様式未定 

8/20 ～1/31 

9/1～1/31 

9/1～2/20  

9/1～2/10 
9/1～2/10 

9/1～2/20  

9/1～3/1 

8/14～1/31 

ウエブサイト記載 

ウエブサイト記載 

ウエブサイト記載 

JAXA宇宙教育指導者セミナー予定 
 

・北海道札幌市 10/18(日)  
・島根県松江市 11/01(日)  
・大分県大分市 12/05(土)  
・宮城県仙台市 12/12(土)  
・茨城県日立市  2/28(日)  

8/22提出予定 

9月20日「宇宙子どもワークショップ
in金沢」会場でコーナー反射鏡をつ
くってだいち2号に写ろう紹介予定 
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析

周
囲

の
作

像
状

態
を

検
索

SA
Rデ

ー
タ

の
特

質

ラ
ン

ド
サ

ッ
ト

の

デ
ー

タ
と

の
比

郷
土

を
宇

宙
か

ら
の

視
座

で
調

べ
る

季
節

を
追

う

年
度

を
追

う

各
分

団
で

「だ
い

ち
2号

に
写

ろ
う

」を
巡

る
活

動
の

構
想

A
だ

い
ち

2号

の
学

び

B 
  コ

ー
ナ

ー
反

射

鏡
（C

R）
の

製
作

C
CR

の
設

置
・観

測

D
観

測
デ

ー
タ

の
学

び
＋

＋
＋

そ
の

他
の

組
合

わ
せ

例

・D
と

Aを
同

一
日

に
実

施
・B

Cを
同

一
日

に
実

施

20
分

～
20

分
～

60
分

30
分

～
90

分
40

分
～

20
分

～
40

分
～

Aの
2

陸
地

観
測

衛
星

に
関

す
る

学
び

Aの
2

陸
地

観
測

衛
星

に
関

す
る

学
び

Bの
２

CR
に

つ
い

て
の

学
び

オ
プ

シ
ョン

オ
プ

シ
ョン

オ
プ

シ
ョン

40
分

～
40

分
～

20
分

20
分

～

20
分

～
60

分

30
分

～
90

分

40
分

～
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観測報告書例 
（おおいた分団例） 
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観測実施報告書例 
（おおいた分団例） 



観測時 

作像結果 
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観測時の様子と 
作像結果例 
水沢Ｚ分団  



相模原分団例 
（観測） 
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YACウエブサイト掲載例 
相模原分団 



観測時の様子と 
作像結果例 
みさわ分団 


